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都
城
高
専
の
活
動
報
告

モ
ン
ゴ
ル
３
高
専
か
ら
招
へ
い

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
通
じ
た
学
生
交
流

１
９
９
３
年
、
都
城
高
専
と
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術

大
学
と
の
交
流
は
モ
ン
ゴ
ル
国
遊
牧
民
の
た
め
に
風

力
発
電
機
に
よ
る
「
灯
り
を
贈
る
」
と
い
う
運
動
に

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
技
術
大
学
（
現
・

モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
）
が
風
力
発
電
技
術
を
通

じ
本
校
と
の
さ
ら
な
る
交
流
を
求
め
て
い
る
こ
と
か

ら
１
９
９
５
年
、
本
校
と
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学

は
両
校
の
教
育
・
研
究
協
力
及
び
人
的
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
２
０
２
３
年
現
在
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大

学
と
の
交
流
は
30
年
に
お
よ
び
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
政
府
で
世
界
初
の
高
専
制
度
が
制
定
さ

れ
た
２
０
１
４
年
を
経
て
２
０
１
６
年
11
月
に
モ
ン

ゴ
ル
に
高
専
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
が
開
所
し
ま
し
た
。

本
校
は
長
年
の
交
流
実
績
に
よ
り
、
初
代
所
長
に
当

時
副
校
長
だ
っ
た
森
茂
龍
一
先
生
が
就
任
し
、
モ
ン

ゴ
ル
に
あ
る
３
つ
の
高
専
（
モ
ン
ゴ
ル
高
専
技
術
カ

レ
ッ
ジ
・
新
モ
ン
ゴ
ル
高
専
・
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術

大
学
付
属
高
専
）
の
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

２
０
２
２
年
12
月
２
日
〜
９
日
に
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
ロ

ボ
コ
ン
（
Ａ
Ｂ
Ｕ
ロ
ボ
コ
ン
）
と
高
専
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
）
に
参
加
す
る

モ
ン
ゴ
ル
３
高
専
か
ら
９
名
の
学
生
と
２
名
の
教
員

を
招
へ
い
し
て
、
技
術
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

内
容
は
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
す
る
学
生
３
名

と
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
に
参
加
す
る
学
生
６
名
が
、
本
校
ロ
ボ

コ
ン
学
生
と
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
技
術
交
流
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
す
る
学
生
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
専

に
は
な
い
本
校
の
機
械
加
工
設
備
を
利
用
し
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
部
品
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
高
専
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
利
用
す
る
機
械

部
品
等
の
製
作
実
習
は
十
分
な
設
備
が
配
置
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
本
校
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
で
行

わ
れ
る
製
作
実
習
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
ま
さ
に
水
を
得
た
魚
の
よ
う

に
、
時
間
を
忘
れ
て
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
の
機
械
加
工
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
日
本
で
の
も
の
づ
く
り

の
流
れ
を
体
験
し
た
学
生
た
ち
は
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
に
参
加
す
る
学
生
に
は
、
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
利
用
し
て
、
即
効
性

の
高
い
、
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
作
業
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

も
試
作
製
作
の
時
間
は
短
時
間
化
し
て
お
り
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
使
用
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
は
モ
ン
ゴ
ル
高
専
に
は
な
い
た
め
、
加
工
時
間

の
速
さ
に
学
生
た
ち
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
先
端
設
備
に
触
れ
る
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
専

の
学
生
た
ち
に
と
て
も
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
と
感

じ
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
ボ
ー
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ

て
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
装
置
を
製
作
す
る
経
験
は
、

学
生
た
ち
の
強
い
自
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

技
術
研
修
で
は
、
本
校
教
職
員
に
よ
る
技
術
的
な

指
導
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
放
課
後
は
本
校

ロ
ボ
コ
ン
学
生
た
ち
も
加
わ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
高
専
の

学
生
と
交
流
を
行
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
高
専
の
学
生
は
、
日
本
語
の
授

業
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
授
業
で
得
た
知
識
を
使

っ
て
、
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
少
し
距
離
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
時
間
と
と
も
に
日
本
語
が

飛
び
交
い
は
じ
め
、
積
極
的
な
学
生
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

日
程
と
し
て
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、

そ
の
期
間
中
に
地
元
企
業
の
工
場
見
学
と
、
海
を
見

た
こ
と
の
な
い
モ
ン
ゴ
ル
高
専
の
学
生
た
ち
に
、
宮

崎
の
き
れ
い
な
海
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
見

学
し
た
企
業
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
専
の
卒
業
生
が
就

職
し
て
働
い
て
お
り
、
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て

い
る
学
生
た
ち
は
、
そ
の
経
験
談
に
大
き
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
工
場
内
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
開
発
さ
れ
て
い
る
食
肉
加
工
用
の
機
械
が
並
び
、

興
味
を
示
し
た
学
生
か
ら
設
計
開
発
者
へ
の
質
問
が

繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

◎
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
＇23
本
選
に
出
場

２
０
２
３
年
４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
全

国
高
等
専
門
学
校
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
（
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
３
）
本
選
選
抜
チ
ー
ム
に
モ

ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
付
属
高
専
が
選
出
さ
れ
、
12

月
に
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
来
校

し
た
１
名
を
含
む
３
名
の
学
生
と
引
率
教
員
１
名
が

来
日
し
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
３
高
専
か
ら
１
次
審
査

通
過
が
12
チ
ー
ム
中
９
チ
ー
ム
あ
り
、
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
が
モ
ン
ゴ
ル
で
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術
で

あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

本
選
出
場
が
決
定
後
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
ロ
ボ

ッ
ト
製
作
局
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
校
の
学
生
は
「
そ
の
日
本
語
は
難

し
い
か
ら
、
や
さ
し
い
日
本
語
に
し
た
ほ
う
が
伝
わ

る
よ
」
「
そ
の
ス
ラ
イ
ド
は
わ
か
り
に
く
い
か
ら
、

図
を
増
や
し
た
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
、
同
世
代
な
ら

で
は
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
モ
ン
ゴ
ル
学

生
の
日
本
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
の
上
達
度
の
速
さ
に
感

嘆
し
、
「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
×
モ
ノ
づ
く
り
」

の
無
限
の
可
能
性
に
興
味
を
示
し
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
科
技
大
高
専
の
チ
ー
ム
は
工
場
な
ど
で

働
く
人
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
の
技
術
に
つ
い
て
、

技
術
審
査
を
経
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
10
チ
ー
ム
中

７
位
、
企
業
評
価
額
１
億
５
０
０
０
万
円
と
い
う
評

価
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
研
修
を
実
施
す
る
た
め
に
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

DCON技術審査。左はDCON
実行委員会委員長の松尾豊氏DCONでプレゼンするモンゴル科学技術大学付属高専チーム




